
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
の
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
水
産
業
・

海
洋
交
通
・
社
会
基
盤
等
の
整
備
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
水
産
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株

式
会
社
は
、
業
務
の
対
象
の
ほ
と
ん
ど
が
海
外
と
い
う
企
業
で
す
。
新
宿
２
丁
目
の
本
社
で

代
表
取
締
役
社
長
の
内
田
昭
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
最
初
に
会
社
の
業
務
内
容
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
り
ま
す
か
。

　

弊
社
は
1
9
7
7
（
昭
和
52
）
年
に
設
立
、
今
年
で
47
年
を
迎
え
る
国
際
協
力
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
す
。
主
に
開
発
途
上
国
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
の
開
発
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
水
産
業
・
海
洋
交
通
・
地
球
環
境
・

社
会
基
盤
の
開
発
に
関
す
る
調
査
、設
計
、監
理
業
務
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
特
に
、水
産・

環
境
分
野
、
土
木
施
設
、
建
築
施
設
、
そ
し
て
船
舶
と
い
う
幅
広
い
分
野
の
技
術
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
一
社
で
行
っ
て
い
る
点
が
、
他
の
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
は

珍
し
く
、
弊
社
の
特
徴
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
を
通
じ
て
、
開
発
途
上
国

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
会
社
を
始
め
ら
れ
た
動
機
と
歴
史
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

弊
社
は
、
前
社
長
含
め
た
、
主
に
3
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
会
社
が
設
立

さ
れ
た
1
9
7
7
年
頃
は
、日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

特
に
水
産
分
野
に
は「
水
産
無
償
」と
い
う
O
D
A
の
予
算
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

創
業
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
O
D
A
の
黎
明
期
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
技
術
を

活
か
し
、
日
本
の
国
際
協
力
、
特
に
開
発
途
上
国
の
水
産
分
野
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
当
初
は
太
平
洋
の
島
国
へ
の

援
助
案
件
が
中
心
で
し
た
が
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
共
に
事
業
内
容
も
拡
大
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

創
業
当
初
は
、
日
本
の
O
D
A
が
本
格
的
に
始
ま
る
中
で
、
開
発
途
上
国
の
水
産
分

野
を
中
心
に
国
際
協
力
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
に

太
平
洋
の
島
国
向
け
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
る
援
助
案
件
に
携
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
や
開
発
途
上
国
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
業
務
分
野
を
徐
々
に
拡
大
し
、
現
在
で
は
水
産
·
環
境
に
加
え
土
木
、
建
築
、

船
舶
の
技
術
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
偏
に
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て
き
た
技
術
力
と
信
頼
の
賜
物
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
多
く
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う
な
分
野
で
す
か
。

　

弊
社
が
多
く
手
掛
け
て
い
る
分
野
は
、
主
に
「
水
産
業
」
と
「
社
会
基
盤
」
の
開
発

で
す
。
水
産
分
野
で
は
、
現
地
ニ
ー
ズ
調
査
、
開
発
計
画
、
養
殖
計
画
、
漁
港
や
研
究
・

訓
練
施
設
の
設
計
な
ど
、
幅
広
い
業
務
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
社
会
基
盤
分
野
で
は
、

港
湾
・
水
産
土
木
設
計
、
臨
海
施
設
設
計
、
土
木
・
建
築
施
設
の
設
計
・
監
理
、
そ
し

て
漁
船
や
貨
客
船
、
巡
視
船
な
ど
の
船
舶
設
計
も
数
多
く
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
水
産
・
環
境
、
土
木
、
建
築
、
船
舶
と
い
う
多

角
的
な
視
点
か
ら
開
発
途
上
国
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

●
ほ
と
ん
ど
が
海
外
で
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
業
務
を
進
め
る
上
で
の
ご
苦
労
な

ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
震
災
の
際
に
は
、
被
災
地
で
の
復
興
業
務
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
業
務

の
ほ
と
ん
ど
が
海
外
の
業
務
に
な
り
ま
す
。
大
洋
州
や
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
な
ど
で
す
。

海
外
で
の
業
務
は
、
様
々
な
苦
労
が
伴
い
ま
す
が
、
中
で
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
難
し
さ
を
感
じ
る
点
の
1
つ
で
す
。
相
手
国
の
文
化
や
習
慣
、

言
語
の
違
い
に
配
慮
し
な
が
ら
、
関
係
者
の
方
々
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
円
滑
に
意
思

疎
通
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
予
期
せ
ぬ
問
題
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、

現
地
の
方
々
と
協
力
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
専
門
知
識
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
理
解
や
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し
て
粘
り
強
さ
が
不
可
欠
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

調
査
に
取
り
掛
か
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
成
・
終
了
ま
で
長
い
期
間
を
要
し
ま
す
が
、

そ
の
完
成
し
た
姿
を
見
た
時
に
は
こ
の
仕
事
の
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

●
「
え
る
ぼ
し
」
⼆
つ
星
（
⼥
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
認
定
マ
ー
ク
）

を
取
得
さ
れ
て
い
て
、
女
性
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
分
野

で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

は
い
、
弊
社
で
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
年
齢
や
性
別
に

と
ら
わ
れ
ず
、多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。現
在
、

全
従
業
員
の
約
40
％
が
女
性
で
あ
り
、
役
員
に
も
女
性
が
お
り
ま
す
。
女
性
社
員
は
、
総
務

や
経
理
を
担
当
す
る
管
理
グ
ル
ー
プ
や
、
水
産
・
環
境
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
会
社
の
運
営

を
支
え
る
業
務
か
ら
、
専
門
知
識
を
活
か
し
て
調
査
・
分
析
、
設
計
・
監
理
と
い
っ
た
技
術

的
な
業
務
ま
で
、
幅
広
い
分
野
で
重
要
な
役
割
を
担
い
活
躍
し
て
い
ま
す
。
広
い
技
術
力
を

も
っ
て
、
顧
客
で
あ
る
J
I
C
A
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
様
や
開
発
途
上
国
の

方
々
、そ
し
て
そ
の
他
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の「
信
頼
と
評
価
」を
得
ら
れ
る
よ
う
、

誠
実
な
企
業
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
て
掲
げ
、
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
実
績
が
お
持
ち
で
す
が
、
今
後
の
目
標
、
方
向
性
は
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
漁
港
や
水
産
施
設
、
船
舶
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の
設
計
・
監
理
を
中
心

に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
「
開
発
調
査
」
を
は
じ
め
と
す

る
ソ
フ
ト
面
の
仕
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
事
業
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ド
面
の
技
術
も
引
き
続
き
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
社

会
課
題
解
決
や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
と
い
う
会
社
の
目
指
す
方
向
性
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
会
社
の
存
続
と
成
長
を
確
か
な
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
重
要
な
目
標
で
あ
り
方
向
性
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
四
谷
法
人
会
に
期
待
す
る
こ
と
や
ご
希
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

日
頃
よ
り
四
谷
法
人
会
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
税
に
関
す
る

講
習
会
は
、
実
務
に
直
結
す
る
内
容
で
大
変
役
立
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
た
だ

け
る
と
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま

た
、
弊
社
に
は
若
手
社
員
も
増
え

て
お
り
ま
す
の
で
、税
務
に
限
ら
ず
、

社
会
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
企
業
人

と
し
て
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
、
分
か
り
や
す
く
興
味

を
持
っ
て
学
べ
る
よ
う
な
講
習
会
な

ど
も
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
社

員
の
成
長
の
助
け
と
な
り
、
非
常

に
嬉
し
い
で
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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代表取締役社長　内 田　昭 氏

水産エンジニアリング
株式会社

代表取締役社長　内田 昭 氏
東京都新宿区新宿 2 丁目16 番 8 号 
新宿北斗ビル 8 階
TEL  03-3359-9351
FAX 03-3359-9423
https://www.fishengn.com
業務内容
ODA 開発コンサルタント。開
発途上国の水産業・海洋交通・
社会基盤整備の支援として、水
産・環境、土木、建築、船舶分
野の調査、設計、監理、技術エ
ンジニアリングサービスの提供
を行う。
1977（昭和 52）年設立。

　DATA BOX

水産業の開発を通じ、
開発途上国そして世界の
より良い未来を築くために

喜 業 訪 問 第 106回

13 12

❶ 2025 年 4 月に供与完了したジブチ沿岸警備隊
向け無償資金協力「海上保安能力向上計画」。35 
m 級巡視艇２隻と浮桟橋が海賊対策や不法移民救
助に活躍し、紅海・アデン湾の安全と港湾オペレー
ションを大幅に強化した。
❷パラオ共和国海上保安能力向上事業（2017 年
完工）で、日本海難防止協会の支援により巡視船
１隻、新設杭式桟橋、海上警察庁舎を設計監理。
違法漁業抑止と海難救助体制の整備で広大な排他
的水域を守る海上警察を支援した。
❸モーリタニア水産職業訓練センター施設整備計
画（2024 年完了）で本部校舎の建替えと機材整
備を設計監理。漁業技術者育成と雇用創出を図り、
西アフリカ水産セクターの基盤強化に長期的かつ
❹ コモロ連合グランドコモロ島 15 漁村を対象に
2025 年案件発掘調査を実施。漁港インフラ、流
通、環境対策の課題を現地漁民と協働で詳細把握
し、無償資金協力案件化に向けた基礎データを収
集、将来計画策定へ。（自社調査）
❺ トーゴ共和国ロメ漁港整備計画（2016 年 G/A、
JICA 無償資金協力）。新漁港を設計監理。衛生的
かつ効率的な水揚げ機能を改善した。

（写真はすべて水産エンジアリング㈱様ご提供）

❶

❸

❷

❹

❺
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女性部会管外研修会ビルマンション経営者部会管外研修会

行
　
程　
　

四
ツ
谷
駅
前
⇨
木
更
津
「
ク
ル
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ズ
」
⇨

　
　
　
　
　
「
オ
ー
ク
ラ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
⇨
「
高
倉
観

　
　
　
　
　

音　

高
蔵
寺
」
⇨
「
道
の
駅　

木
更
津
う
ま
く
た
の
里
」

　
　
　
　
　

⇨
四
ツ
谷
駅
前

参
加
者　
　

11
名

　

3
月
24
日
、「
食
品
ロ
ス
」
に
取
り
組
む
女
性
部
会
は
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
社
会
）
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
フ
ァ
ー
ム
＆

パ
ー
ク
「
ク
ル
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ズ
」
を
中
心
と
す
る
管
外
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
四
ツ
谷
駅
を
出
発
し
た
バ
ス
は
、
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
を
通
り
一
路
木
更
津
へ
。
バ
ス
の
中
で
は
、
恒
例
の
「
税
金
ク

イ
ズ
」
を
行
い
な
が
ら
、「
ク
ル
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ズ
」
に
向
か
い
ま

し
た
。

　

環
境
エ
コ
ツ
ア
ー
と
い
う
こ
と
で
、
係
の
方
の
案
内
で
農
業
と
食

の
つ
な
が
り
を
中
心
に
、
自
然
の
循
環
の
営
み
を
生
か
し
た
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
場
内
の
主
要
な
エ
リ
ア
を
案
内
た

だ
い
た
後
、場
内
で
製
造
さ
れ
た
天
然
酵
母
パ
ン
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、

自
家
製
チ
ー
ズ
、
ジ
ビ
エ
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
を
買
い
物
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、次
の
お
楽
し
み
の
昼
食
は
、オ
ー
ク
ラ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
洋
食
ラ
ン
チ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ご
近
所
の
坂
東
観
音

巡
礼
30
番
札
所
で
高
床
式
の
珍
し
い
構
造
の
本
堂
が
あ
る
「
高
倉
観

音　

高
蔵
寺
」
を
見
学
し
、
一
路
四
谷
ヘ
。
途
中
、
道
の
駅
「
木
更

津
う
ま
く
た
の
里
」
に
お
い
て
、
地
元
の
野
菜
や
果
物
、
海
産
物
な

ど
千
葉
の
恵
み
を
買
い
物
し
て
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

女
性
部
会
観
劇
会 

六
月
大
歌
舞
伎

日
　
時　

令
和
7
年
6
月
17
日
（
火
）
昼
の
部

会
　
場　

歌
舞
伎
座

参
加
者　

24
名

演
　
目　

一
、
元げ
ん
ろ
く
は
な
み
お
ど
り

禄
花
見
踊　

二
、
車く

る
ま
び
き引、

寺て
ら
こ
や

子
屋　

三
、
お
祭ま

つ

り

　

一
、
元
禄
花
見
踊
は
尾
上
右
近
の
阿
国
、
二
、
車
引
は
六
代
目
尾

上
菊
之
助
襲
名
狂
言
、
寺
子
屋
は
八
代
目
尾
上
菊
五
郎
襲
名
披
露
狂

言
、
三
、
お
祭
り
は
片
岡
仁
左
衛
門
の
鳶
頭
、
の
演
目
を
参
加
者
は

楽
し
み
ま
し
た
。

ビ
ル
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
者
部
会
管
外
研
修
会

菱
川
師
宣
記
念
館
見
学
と
鴨
川
館

日
　
時　
　

令
和
7
年
3
月
12
日
（
水
）

行
　
程　
　

四
ツ
谷
駅
前
⇨
千
葉
県
鋸
南
町
「
菱
川
師
宣
記
念
館
」

　
　
　
　
　

見
学
⇨
道
の
駅
「
保
田
小
学
校
」
⇨
鴨
川
「
鴨
川
館
」

　
　
　
　
　
（
入
浴
・
昼
食
）
⇨
四
ツ
谷
駅
前

参
加
者　
　

13
名

　

今
回
は
、
千
葉
県
南
房
総
の
名
勝
「
鋸
山
」
に
向
か
い
ま
し
た
が
、

生
憎
の
雨
の
た
め
登
山
を
取
り
止
め
、
江
戸
時
代
名
を
は
せ
「
見
返
り

美
人
図
」
の
作
者
で
あ
り
、
浮
世
絵
の
祖
で
あ
る
菱
川
師
宣
の
誕
生
の

地
に
あ
り
ま
す
「
菱
川
師
宣
記
念
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
特

別
展
「
歌
川
ス
リ
ー
～
歌
川
派
三
巨
匠
の
国
房
・
豊
国
・
広
重
～
」
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

同
じ
地
域
に
あ
る
廃
校
の
再
利
用
で
有
名
な
「
道
の
駅
保
田
小
学

校
」
に
立
ち
寄
り
、
1
月
の
水
仙
、
2
月
の
頼
朝
桜
（
河
津
桜
）、
3

月
の
菜
の
花
が
咲
く
長
狭
街
道
を
東
ヘ
、
大
山
の
棚
田
、
長
狭
の
穀
倉

地
帯
と
長
狭
米
の
産
地
を
通
り
、
海
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
太

平
洋
、
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
通
り
過
ぎ
最
終
目
的
地
「
鴨
川
館
」
に
着
き

ま
し
た
。

　

温
泉
で
冷
え
た
体
を
温
め
た
後
、
海
鮮
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

終
日
雨
が
降
る
中
で
し
た
が
、
千
葉
県
の
房
総
丘
陵
の
真
ん
中
を
巡

り
、
緑
の
中
、
温
泉
あ
り
で
、
日
頃
の
喧
騒
を
忘
れ
、
皆
さ
ん
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
い
研
修
で
し
た
。

公
益
事
業
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ 

未
使
用
タ
オ
ル
を
寄
贈

　

令
和
7
年
3
月
21
日
（
金
）、
新
宿
区
社
会
福
祉
協
議
会
東
分
室

に
お
い
て
、
未
使
用
の
タ
オ
ル
を
吉
澤
公
益
事
業
委
員
長
か
ら
、
新

宿
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
へ
お
送
り
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
、
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
５
３
９
枚
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
合
同
研
修
会

日
　
時　
　

令
和
7
年
3
月
17
日
（
月
）
17
時
15
分
～

会
　
場　
　

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ロ
ビ
ー
・
ル
コ

内
　
容　

　

第
１
部　

実
務
研
修
会

　
　

演　

題　
「
相
続
対
策
‼　

自
社
株
評
価
」

　
　

講　

師　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
F
P
・
相
続
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

三
浦
智
之
氏

　

第
２
部　

税
務
研
修
会　
　
　
　

　
　

演　

題　
「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」

　
　

講　

師　

四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門　

審
理
担
当
上
席

　
　
　
　
　
　

石
丸
敬
太
氏

　

第
３
部　

意
見
交
換
会　

参
加
者
　
実
務
研
修
会
24
名
、
税
務
研
修
会
24
名
、
意
見
交
換
会

　
　
　
　

20
名

　

第
１
部
実
務
研
修
会
は
、
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
F
P
、
相

続
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

三
浦
智
之
氏
か
ら
、
ま
ず
は
知
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！
相
続
・
事
業
承
継
の
第
一
歩
と
し
て

「
相
続
対
策
・
自
社
株
評
価
」
と
題
し
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
税
務
研
修
会
は
、
四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
石

丸
上
席
か
ら
、「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」
わ
か
り
や
す

く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
３
部
意
見
交
換
会
に
は
、
四
谷
税
務
署
千
葉
副
署

長
、
法
人
課
税
第
1
部
門
玉
木
統
括
官
、
石
丸
上
席
の
臨
席
を
賜

り
、参
加
者
は
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し
、和
や
か
な
時
間
が
経
ち
、

ア
ッ
ト
い
う
間
に
中
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

第
21
・
22
支
部
研
修
会

日
　
時　
　

令
和
7
年
3
月
26
日
（
水
）
17
時
10
分
～

会
　
場　
　

エ
ス
カ
イ
ヤ
ク
ラ
ブ
新
宿
文
化
ビ
ル
店

内
　
容　
　

　

第
1
部　

税
務
研
修
会　

令
和
7
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

　
　

講
師　

四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門　

審
理
担
当
上
席

　
　
　
　
　
　

石
丸
敬
太
氏

　

第
２
部　

懇
親
会

参
加
者
　
13
名

　

第
１
部
は
、
講
師
に
四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門
石
丸
上

席
を
迎
え
て
、「
令
和
7
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
」、
分
か
り
や

す
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
の
後
、
第
２
部
の
21
支
部
と
22

支
部
の
懇
親
会
は
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
日
帰
り
管
外
研
修
会

木
更
津　

ク
ル
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ズ
見
学

日
　
時　
　

令
和
7
年
3
月
24
日
（
月
）

四谷法人会トピックス

1415

第１・2 ブロック支部合同研修会 未使用タオルを寄贈第 21・22 支部合同研修会



日
　
時
　
令
和
7
年
5
月
19
日
（
月
）

会
　
場　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ロ
ビ
ー
ル
コ　

酒
庵
き
ん
助

参
加
者　

25
名

　
四
谷
税
務
署
幹
部
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
髙
橋
部
会
長
が
議
長

と
な
り
、
審
議
事
項
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
部
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
志
村
副
部
会
長
が
新
部
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
管
内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に

租
税
教
育
用
下
敷
き
の
提
供
を
通
じ
て
租
税
教
育
に
努
め
、
部

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
新
入
部
会
員
の
増
加
に
よ
り
活
発

な
部
会
活
動
を
行
う
事
業
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
、
四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
玉
木
統
括
官
に
よ
る

税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
、
税
務
研
修
会
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
　
時　

令
和
7
年
4
月
24
日（
木
）

会
　
場　

東
京
貨
物
運
送
健
康
保
険

　
　
　
　

組
合
会
館　

５
階
会
議
室

参
加
者　

22
名

　

四
谷
税
務
署
よ
り
、千
葉
副
署
長
、

山
野
井
法
３
統
括
官
、
佐
藤
審
理
上
席
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
議
案
は
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
に
お
い
て
、
矢
口
部
会
長
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
後
、
研
修
会
の
出
席
回
数
上
位
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
定
例
研
修
会
に
お
い
て
、
令
和
7
年
度

源
泉
所
得
税
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
等
に
つ
い
て
、
佐

藤
上
席
よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
　
時
　
令
和
7
年
5
月
15
日
（
木
）

会
　
場
　
神
楽
坂　

ソ
プ
ラ
ア
ク
ア

参
加
者
　
20
名

　

四
谷
税
務
署
よ
り
、
千
葉
副
署
長
、
玉
木
法
１
統
括
官
、
石
丸
審
理
上
席
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、
柏
本
部
会
長
が
議
長
と
な
り
、
全
議
案
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

柏
本
部
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
柴
田
副
部
会
長
が
新
部
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
表
彰

式
」
な
ど
の
公
益
事
業
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
事
業
計
画
に
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

総
会
後
、
四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
石
丸
上
席
に

よ
る
「
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
つ
い

て
」
の
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
、
研
修
会
後
、
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

日
　
時
　
令
和
7
年
5
月
21
日
（
木
）

会
　
場
　
銀
座
ア
ス
タ
ー
新
宿
賓
館

参
加
者
　
22
名

　

四
谷
税
務
署
よ
り
、
千
葉
副
署
長
、
玉
木
法
１
統
括
官
、
石
丸
審
理

上
席
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
木
佐
木
部
会
長
が
議
長
と
な
り
、
審
議
事

項
の
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
佐
木
部
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
貝
塚
副
部
会
長
が
新
部
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

業
種
部
会
の
特
色
を
活
か
し
、
充
実
し
た
研
修
会
や
親
睦
事
業

を
実
施
し
、
活
発
な
活
動
を
行
う
事
業
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
、
四
谷
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
石
丸
上
席
に

よ
る
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
の
税
務
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
、
税
務
研
修
会
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

事業活動報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025 年 3 月〜 6 月

　 日　付 活　　動 場　　所 参加人数

本　部　活　動

3 月 17 日 理事会 東京貨物運送健保会館 44 名

4 月 18 日 決算監査 法人会 4 名

5 月 8 日 理事会 東京貨物運送健保会館 43 名

6 月 20 日 第 15 回通常総会・懇親会 グランドヒル市ヶ谷 101/111 名

  

部
　
　
会
　
　
活
　
　
動

女　性　部　会

3 月 10 日 役員会 法人会 10 名

3 月 24 日 管外研修会 上総方面 9 名

4 月 14 日 役員会 法人会 9 名

5 月 15 日 総会・研修会・懇親会 ソプラアクア 20/15/14 名

6 月 17 日 観劇会 歌舞伎座 24 名

ビルマンション経営者部会
（BM 部会）

3 月 12 日 管外研修会 鋸山・鴨川 13 名

4 月 14 日 役員会 法人会 15 名

5 月 21 日 総会・研修会・懇親会 銀座アスター新宿賓館 22/19/17 名

6 月 4 日 役員会 法人会 15 名

青　年　部　会

3 月 25 日 役員会・懇親会 法人会／花見や 13/13 名

4 月 23 日 全体会議 法人会 17 名

5 月 13 日 春期四青会 メイプルポイントゴルフクラブ 15 名

5 月 19 日 総会・研修会・懇親会 インテリジェントロビールコ／酒庵きん助 25/26/24 名

6 月 16 日 全体会議 法人会 20 名

源　泉　部　会

3 月 25 日 研修会 法人会 9 名

4 月 3 日 役員会 法人会 8 名

4 月 24 日 総会・研修会 東京貨物運送健保会館 22/16 名

5 月 23 日 研修会 新宿歴史博物館 41 名

6 月 25 日 研修会 法人会 11 名

委　　員　　会

3 月 21 日 公益事業委員会 社会福祉協議会
へ未使用タオルの寄贈（539 枚）新宿区社会福祉協議会東分室 4 名

4 月 11 日 役員候補者選考委員会 法人会 6 名

4 月 11 日 税制税務委員会・意見交換会 法人会／源や 15/12 名

4 月 25 日 総務委員会 法人会 8 名

4 月 25 日 役員候補者選考委員会 法人会 11 名

5 月 16 日 広報委員会 法人会 8 名

5 月 28 日 厚生共益事業委員会 法人会 9 名

支　部　活　動
3 月 13 日 第 19 支部役員会 すし亭　郡司 8 名

3 月 24 日 第 14 支部役員会 北大路新宿茶寮 4 名

3 月 26 日 第 21・22 支部研修会 エスカイヤクラブ 13 名

研修会・講演会
3 月 17 日 第 1・2 ブロック合同税務研修会・懇親会 インテリジェントロビー ルコ 27/20 名

5 月 26 日 救命講習 入門コース 四谷消防署 23 名

サークル活動
〈フラダンス〉

日付 参加人数

3 月 14 日 7 名

4 月 11 日 6 名

5 月 9 日 6 名

6 月 13 日 6 名

会場：四谷保健センター四谷
スポーツスクエア音楽室

〈決算法人説明会〉

日付 参加人数

3 月 18 日 ( 午前 ) 15 名

3 月 18 日 ( 午後 ) 30 名

3 月 19 日 ( 午前 ) 26 名

3 月 19 日 ( 午後 ) 34 名

4 月 15 日 13 名

５月 22 日 17 名

6 月 12 日 39 名

 会場：新宿歴史博物館

〈新設法人説明会〉

日付 参加人数

4 月 17 日 3 名

 会場：法人会

〈記帳指導〉

日付 参加人数

3 月 12 日 1 名

4 月 9 日 0 名

5 月 14 日 0 名

6 月 11 日 0 名

会場：法人会

日付 参加人数

6 月 13 日     8 名

6 月 18 日 6 名

会場：法人会

〈基礎簿記講座〉

女性部会ビルマンション経営者部会

青年部会源泉部会
16四谷法人会会員のひろば17

部会の総会
が開催され
ました。



令和７年度初級簿記講座
　基礎講座に引き続き、初級簿記講座を下記の通り開催致します。
　内容は、日商簿記（3 級相当）ですので、検定試験を目指すことも可能です。
日　時：令和 7 年 9 月 4 日（木）から 11 月 6 日（木）
　　　　の計 10 回（いずれも 14：00 ～ 16：00）
会　場：四谷法人会　3 階会議室
　　　　（新宿区四谷三栄町 11-2）　
講　師：東京税理士会四谷支部　木船麻衣子税理士
対象者：本会主催の基礎簿記講座を受講された方、又は同等の知識のある方
受講料：会員　13,000 円　　会員以外　18,000 円（テキスト代を含みます）
※代表の方は、経理担当者のご出席にご高配をいただきますようお願いいたします。
※本年度は中級簿記講座の開催はございません。

第11回ボウリング大会
日　　時：令和 7 年 9 月 16 日（火）18：00 ～　ゲーム開始
　　　　　　　　　　　　　　　  　 19：45 ～　懇親会
場　　所：ボウリング　東京ドームボウリングセンター
　　　　　懇親会　　　東京ドームホテル 3 階　リラッサ
会　　費：一名様 11,000 円（靴代込）
定　　員：60 名（1 法人 2 チーム（8 名まで））お 1 人様での参加歓迎
試合方法：個人戦・団体戦　計 2 ゲーム。1 チーム 4 名
表　　彰：個人、団体表彰
申　　込：参加申込書にご記入の上、四谷法人会事務局へ FAX(3356-8197)、またはメールにて
　　　　　お申込み下さい。申込み締め切り後、引受書兼請求書を送付いたします。

生活習慣病健康診断
　四谷法人会では、人間ドック形式による生活習慣病健康診断を実施しております。
　時間も約 2 時間と短時間で効率よく受診することができます。
日　時：令和 7 年 8 月 1 日（金）、4 日（月）
会　場：東京貨物運送健保会館（新宿区四谷 1-23）
内　容：詳細については、6 月上旬頃ご案内させていただいております。

 四谷法人会からのお知らせ

　新入会員名簿　2025年 3月〜６月
支部 法　　人　　名 代　表　者 業　　種
３ ㈲カワカミ興産 川上　拓志 ビルメンテナンス

14 ㈱ Rosy 田村　大輔 内装業

支部 法　　人　　名 代　表　者 業　　種
20 ㈱レーヴホライズン 栗林　大輔 不動産業
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月日（曜日）
1 9月 4日（木）
2 9月 11日（木）
3 9月 18日（木）
4 9月 25日（木）
5 10月 2日（木）

月日（曜日）
6 10月 9日（木）
7 10月 16日（木）
8 10月 22日（水）
9 10月 27日（月）
10 11 月 6日（木）



 

地域の話題・くらしの知識
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チェックの多い人は
不調起こし易いかも！
特に上2つは、可能性大

気温、気圧、湿度の変化が激しい季節は体にかかる負担大です！
その不調、天気が原因かも！～気象病について～

気象の変化により引き起こされる不調、「気象病」と呼ばれます。
頭痛、倦怠感、肩こり、めまいなど、不調はさまざま・・・
時にはメンタルに支障をきたすこともあるそうです。
適切に対処することで、毎日が暮らしやすくなるかもしれません。

けん怠感

こんな症状で
悩んでいませんか？

落ち込み

凝り
くり返す

長く続いてる

チェックしてみようチェックしてみよう

頭痛

予防対策始めましょう！

入浴
ぬるめ（38～40℃）のお風呂に10～15分、
ゆっくりと浸かる

睡眠
7～8時間の睡眠をとる
就寝時間のズレは、前後2時間に抑える

食事
ヨーグルト、納豆、味噌汁など発酵食品を
摂って腸内環境を良くする

一般財団法人 全日本労働福祉協会
TEL：03-5767-1714 FAX：03-5767-1710 URL：http://zrf.or.jp/  
四谷法人会様主催の生活習慣病健康診断を実施しております。
皆様のご受診をお待ちしております。
併せて、保健指導・健康セミナー・健康相談等お気軽にご相談ください。

影響を受け易い人チェック！

気温、気圧、湿度の変化が激しい季節は体にかかる負担大です！

□天候が悪い時、不調を感じる
□体調で天気の悪化を何となく予測できる
□片頭痛などの頭痛持ちである
□耳なり、めまいが起こることが多い
□けん怠感が強い。起床時や日中もだるい
□首・肩が凝り。または首肩の持病がある
□低血圧気味。血圧が下がると調子悪い

参考文献：気象病ハンドブック 久手堅司著
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300300300mLmLmLmLmL

取り入れる水分

尿

1500mL便

200mL

不感蒸泄

700mL

汗

100mL

身体から出ていく水分

代謝水 ：食べ物がエネルギーに変わる
時に発生する水分

不感蒸泄：呼吸や粘膜から蒸発する水分

脱水症を予防しましょう

汗が増えたり乾
燥する時は、取
り入れる水分も
多めに

のどが渇いてから、一度にたくさんの水分をとる。

スポーツドリンクや経口補水液を常飲。

アルコールやカフェイン飲料で水分補給。

効率よく吸収するために、のどが渇く前からこまめな水分補給を。
特に心臓や腎臓の機能が低下している方は、水のがぶ飲みが身体への負担になること
もあります。
汗の量が増える「入浴後」と「起床時」には、コップ１杯の水分補給がおすすめです。

汗が増えたり乾
燥する時は、取
り入れる水分も 5％失うと・・・脱水や熱中症の症状

10％失うと・・・筋肉のけいれんや循環不全
20％失うと・・・命の危険

糖分や塩分をとりすぎる危険があるため、特に高血圧や血糖値が高めの方は要注意。
場面にあった飲み物の種類を選択しましょう。
［普段の水分補給］水やノンカフェインのお茶。食事もしっかり摂りましょう。
［運動時や汗を多くかく時］スポーツドリンク
［下痢・嘔吐や発熱で水分摂取ができない時・熱中症の初期症状がある時］
経口補水液を少量ずつこまめに。注意書きの用量を守りましょう。

アルコールやカフェインには利尿作用があり、水分補給には適しておりません。
また、アルコールの分解には水分が必要です。お酒を飲む時は、飲水をはさみ、脱
水症を予防しましょう。

スポーツドリンクや経口補水液を常飲。

アルコールやカフェイン飲料で水分補給。

のどが渇いてから、一度にたくさんの水分をとる。

一般財団法人 全日本労働福祉協会
TEL：03-5767-1714 FAX：03-5767-1710 URL：http://zrf.or.jp/
四谷法人会様主催の生活習慣病健康診断を実施しております。
皆様の受診をお待ちしております。

併せて、保健指導、健康セミナー・健康相談等お気軽にご相談ください。

脱水症の初期症状：口の渇き・だるさ・尿量の減少・立ち眩み
頭痛・皮膚の乾燥や弾力低下など

脱水症の初期症状：口の渇き・だるさ・尿量の減少・立ち眩み
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一般財団法人 全日本労働福祉協会
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四谷法人会様主催の生活習慣病健康診断を実施しております。
皆様の受診をお待ちしております。

併せて、保健指導、健康セミナー・健康相談等お気軽にご相談ください。
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